
※　本報告は、交付金計画１件ごとに作成してください。

１．交付対象事業の名称

２．交付対象事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）実績

指標名

目標値と実績に乖離が
ある理由

指標名

目標値と実績に乖離が
ある理由

指標名

「就職氷河期世代」の正規雇用就職者

目標値と実績に乖離が
ある理由

新型コロナウイルス感染症の影響による業績悪化等に伴う求人の減少によ
り、個々のケースにおいて就労に至るまでの難度が上がり、結果として当初想
定していたペースで進捗しなかった。
氷河期世代向けのイベントを実施するなど集客にも努めたが、事業期間中に
就職した方々においては、正規雇用よりも非正規雇用を希望する方が多く、正
規雇用の就職に繋がらなかった。

8人

令和２年度目標値 令和２年度実績

ＫＰＩ⑤

令和２年度目標値 令和２年度実績

ＫＰＩ④

しごと情報ひろば（就職氷河期世代への就労支援）

都道府県等名 大阪府 市町村名 大阪市

10社

指標名

求人企業開拓の過程で事務支援を行った事業者数

目標値と実績に乖離が
ある理由

令和２年度実績令和２年度目標値

事業者や大阪就職氷河期世代活躍支援プラットフォームに参画する事業者協
会を訪問し、支援制度の説明等を行ったものの、新型コロナウイルス感染症
の影響による業績悪化等に伴う求人数の減少や、氷河期世代以外の求人を
望まれるなど、事務を支援する段階にまで至らなかったケースが多くあった。
また、緊急事態宣言が発出されたことなどにより、活動そのものが制限された
ことも影響した。

令和２年度　地域就職氷河期世代支援加速化交付金事業成果報告

令和２年度目標値 令和２年度実績

令和２年度実績

ＫＰＩ③

令和２年度目標値指標名

目標値と実績に乖離が
ある理由

ＫＰＩ②

20人

ＫＰＩ①

1社



３．本事業による就業者数及び社会参加者数

４．事業の実施状況及びその成果

・事業者を訪問し、「氷河期世代安定雇用実現コース」等の説明や求人の開拓を行った。
　訪問件数：39件、求人獲得数：56件（うち正規雇用：37件、非正規雇用：19件）
・訪問した事業者のうち1者において、「氷河期世代安定雇用実現コース」申請の事務支援を行った。
・大阪就職氷河期世代活躍支援プラットフォームに参画する事業者協会（3協会）を訪問し、求人の協
力を依頼した。
・新型コロナウイルス感染症の影響による業績悪化等に伴い、有効求人倍率が大幅に低下するなど、
就労に至るまでの難度が上がり、計画時に想定した進捗を得られなかった。
・コロナ禍においても求人が減少していない業種もあるので、利用者との就労相談等の過程で、それ
らの業種に適性を示すようであれば積極的に案内をするなど、雇用のミスマッチの解消も含めて取り
組んでいきたい。
・氷河期世代を対象とした「オンライン合同企業説明会」を3月に開催
　　チラシ3500部・ポスター160部作成・配架し、延べ109名の参加
　　「年代を絞った企画の合同説明会はまたやってほしい」との声が上がっており、
　　令和3年度も実施予定

事業の実施状況とその成果について、できるだけ具体的な成果指標やデータを用いて記載してください。

うち非正規

8

34

～40歳

13

51歳～

0
就職者数（年齢階層別）

うち正規

14

41歳～45歳

15

46歳～50歳

就業者数

その他就業（自営、起業、内職等)

社会参加者数
（就学、就労準
備訓練等）

42

うち
就職者数

42


